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1. これまでの取組みについて



１．これまでの取組みについて

■「千葉県安全性向上プロジェクト委員会」の開催経緯

①開催経緯①開催経緯

・平成17年度に委員会を設立し、平成26年度までに計13回の会議を開催。
・平成22年度以降に「事故ゼロプラン」が推進され、平成22年度には箇所選定、平成24年度には対策実施区間のフォローアップ結果報告、平成25年度には削除
ルールの変更等を実施し、マネジメントサイクルを継続中。平成25年度からは道路安全監査を導入。

年度 回 開催日 内容

H17

第1回 H17.11.21 委員会設立、対策箇所候補の提示

第2回 H17.12.16 対策箇所の選定、パブコメ実施について

第3回 H18. 3.30 対策箇所の対策案提示

H19

第1回 H19. 6.18 対策箇所の進捗報告、新たな対策箇所の考え方

第2回 H19. 8. 8 対策箇所の進捗公表、新たな対策箇所選定の考え方

第3回 H19.12.21 対策箇所の進捗報告、新たな対策箇所の選定

H22
第1回 H22.11. 5 取組確認、事故ゼロプランの紹介、箇所抽出基準、パブコメ実施について

第2回 H22.12.10 取組確認、事故ゼロプラン箇所の選定、選定箇所の事例紹介

H23
第1回 H23.12.14 取組確認、目標設定、リスト更新の考え方

第2回 H24. 3.16 事故ゼロプランのリスト更新、フォローアップ報告

H24 第1回 H25. 2.28
これまでの取り組み確認、対策実施区間のフォローアップ結果報告、事故危険区間の更新審議、取組紹
介について

H25 第1回 H26. 3. 4
これまでの取組確認、対策実施区間のフォローアップ結果報告、対策工種別の対策効果、事故危険区間
の更新審議、削除ルールの変更、削除候補区間の選定、道路安全監査の導入

H26 第1回 H27. 3. 3
これまでの取組確認、対策実施区間のフォローアップ結果報告、対策工種別の対策効果、事故危険区間
の更新審議、削除候補区間の選定、道路安全監査（試行）の報告

H27
（予定）

第1回 H28.12.18 生活道路における重点対策エリア（案）の抽出方法の説明、重点対策エリア（案）の審議

第2回 H28.3月予定
事故危険区間の設定について、これまでの事故ゼロの取組みの報告、道路安全監査の報告、生活道路の
重点対策エリアの報告・決定
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１．これまでの取組みについて

②事故ゼロプランの概要②事故ゼロプランの概要

・平成22年8月に、交通安全等の局所的な事業にも政策目標型事業評価が導入され、 『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）』としての取組を開始。
・平成22年度の委員会にて『新たな交通安全課題箇所（事故危険区間）』を選定し、平成23年度には対策を推進するとともに、事故危険区間リストの更新ルールの
策定及びリスト更新を実施。
・引き続き『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）』を推進。

政策目標評価型事業評価の導入に係る道路事業における取組みについて（平成22年8月国土交通省記者発表資料）より作成

マ
ネ
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メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
で
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善

千
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県
安
全
性
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

千葉県の幹線道路における
交通安全上課題がある区間を明確化
（事故データ 、地域の声等）

H26事故危険区間（807区間）を特定

事故原因に即した効果の高い対策を
立案・公表

＜緊急性＞事故データ、地域の声
＜妥当性＞他事業の実施状況、フィージビリティ（用地等）

対策着手

完了後の効果を評価

代表区間（50区間）を公表

H22～H26委員会
取組み範囲

意見
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１．これまでの取組みについて

③事故ゼロプランの目標③事故ゼロプランの目標

・事故ゼロプランは、千葉県第9次交通安全計画に包括されていることから、当該計画の目標（平成27年）である死傷者数25,000人以下に合わせる。
・平成27年までに「県内幹線道路の死傷事故件数 2割以上削減」を目標とする（H22；10,240件→H27；8,192件）。
・千葉県の交通事故死者数は全国ワースト３位（H26）であり、死者数は近年下げ止まっている。死亡者の内訳は、高齢者が約５割を占めている。

千葉県第９次交通安全計画
【目標】死傷者数25,000人以下

第９次 交通安全基本計画

道路交通の安全
道路交通環境の整備
幹線道路の取組み
事故ゼロプラン

■千葉県事故ゼロプランの目標

千葉県事故ゼロプランの目標
「道路交通環境の整備」の幹線道路の “1主要施策” の取組みとして、H27年までに

千葉県内幹線道路の死傷事故件数 を2割以上削減

※道路管理者は、発生事故件数で管理しているため死傷者数ではなく死傷事故件数で評価する。

死傷者数あたりに換算した場合
県内事故の1件あたりの死傷者：1.25人/件（Ｈ22事故）※ ⇒ 死傷事故を1件削減することで1.25人の死傷者を削減
死傷事故件数2割（20％）削減 死傷者数25％削減

１人 ０．２５人

1 件 の 死 傷 事 故 で 、 １ ． ２ ５ 人 の 死 傷 者 が 発 生 ！

※出典；交通事故統計年報（平成22年版）
千葉県内におけるH22年中の死傷者数及び
死傷事故件数から算出

千葉県第９次交通安全計画の目標値に相当

10,240 9,405 9,169
8524 8021 8192
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千葉県内幹線道路の死傷事故件数の現況値（H22～H26）と目標値（H27）

死傷事故件数
２割削減目標

※出典；各年の交通事故統計年報 道路種類別発生件数・都道府県道以上の幹線道路の事故件数

H26までに
約22％削減した
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人口当たりの死亡者数は全国39位

出典：千葉県「千葉県 指標で知る千葉県2015」（平成26年）
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出典：警察庁「安全・快適な交通の確保に関する統計等」（平成26年）

千葉県の交通事故死者数が全国３位

都道府県別交通事故-死者数（平成２６年）

2.2% 0.0%
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千葉県の交通事故死者数は全国３位（H26）
死者数は近年下げ止まっている

170

『アンダー170』ライン

■千葉県の交通事故死者数の現状

『アンダー１７０』・・・千葉県における交通死亡事故死者数１７０人以下(年間)を目指す取り組み

（人/年）

年齢別交通死亡事故死亡者の内訳（H26）

死者数の約５割は65歳以上の高齢者

千葉県死亡事故者数（H16～H26）

８位

３位

３位

３位
４位

５位

７位 ８位 ８位 ３位 ３位

出典：警察庁「安全・快適な交通の確保に関する統計等」（平成26年） ※出典；各年の交通事故統計年報 年齢層別・性別死者数（H26）
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2. 新たな取組みについて



①生活道路における安全対策の必要性①生活道路における安全対策の必要性

２．新たな取組みについて

・事故ゼロプランは、『第９次交通安全計画』に包括された取り組みであり、千葉県内の幹線道路における死傷事故件数は、平成22年度（10,240件）から平成26年度
（8, 021件）と約22%削減されており、目標年次（平成27年度）の2割削減に向けて着実な成果を挙げてきた。
・一方、全国的な傾向と同様、千葉県内の事故発生は、生活道路で起こる割合が高い状況にあり、今後更に交通事故を減らすためには生活道路に目を向けた取り
組みが必要となる。

・平成27年11月に示された『第１０次交通安全基本計画（中間案）』において、交通事故による被害を減らすために重点的に対応すべき対象として、①高齢者及び子
供の安全確保、②歩行者及び自転車の安全確保、③生活道路における安全確保が挙げられている。
・このような中、国土交通省でも自動車交通を担う幹線道路等と、歩行者中心の暮らしの道（生活道路）の機能を分化し、平成28年度から５年間で生活道路の対策
実施エリアでの歩行者・自転車乗車中の死者数を半減させることとしている。

自動車交通を担う
幹線道路等

歩行者中心の
暮らしの道（生活道路）

機能分化

（これまでの取り組み） （これからの取り組み）

第４９回基本政策部会資料（国土交通省）を基に作成

千葉県安全性向上プロジェクト委員会においても、今後、幹線道路の交通安全対策に加え、
生活道路における交通安全対策について審議する必要がある。

【ハンプの設置】 【クランクの設置】 【歩道の設置】

■幹線道路と生活道路の機能分化

■幹線道路の死傷事故（再掲）

10,240 9,405 9,169
8524 8021 8192
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千葉県内幹線道路の死傷事故件数の現況値（H22～H26）と目標値（H27）

死傷事故件数
２割削減目標

※出典；各年の交通事故統計年報 道路種類別発生件数・都道府県道以上の幹線道路の事故件数

H26までに
約22％削減した

（件/年）

幹線道路

333,883

51%

生活道路

319,486

49%

※幹線道路の事故データはH25時点
生活道路の事故データはH26時点

■幹線道路と生活道路の事故の割合

全国と比べて千葉県は
生活道路

の占める割合が高い

単位：件/年
千葉県 全国

単位：件/年

出典：交通事故データ 出典：国土交通省
交通事故の現状（H24）

■生活道路の安全対策の例

幹線道路

8,882

48%

生活道路

9,500

52%

7

幹線道路：道路交通センサス調査対象である都道府県道以上の
道路及び政令市一般道上にて発生した事故（H25時点）

生活道路：上記以外の事故（H26)
（ITARDA千葉県内交通事故道路統合データより）
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・全国の生活道路における状態別死者数をみると、歩行中、自転車乗車中の比率が50％を占めている。
・生活道路の致死率を速度別にみると、20～30km/hの致死率は、30km/h超の場合と比べて約４分の１程度まで減少する。
・歩行中、自転車乗車中の人口10万人あたり死者数はＧ７で最下位。死亡事故の半数は自宅から500m以内の道路で発生している。

２．新たな取組みについて

全国の生活道路の事故発生状況

■状態別死者数

出典：交通事故総合分析センター（ＩＴＡＲＤＡ）データ（Ｈ25）

■生活道路の速度別の致死率

約４分の１

出典：交通事故データ（ＩＴＡＲＤＡデータ：Ｈ25）
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■各国の状態別交通事故死者の割合

出典：「Road Safety Annual Report」 国際道路交通事故データベース（TRTAD：Ｈ22）

単位（人）

※「その他」を除く

■人口10万人あたり死者数

身近な道路を安全に

■歩行中・自転車乗車中の死者の自宅からの範囲

約５割

歩行中・自転車乗車中の死者の半数が
自宅から５００ｍ以内の身近な道路で発生

自動車乗車中
歩行中・

自転車乗車中

G7でトップ G7で最下位

全2,184人
（平成25年）

出典：交通事故データ（ＩＴＡＲＤＡデータ：Ｈ25）

出典：OECD/ITF（2014）Road Safeｔy Annual Report 2014
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③生活道路における事故発生状況 （千葉県内）③生活道路における事故発生状況 （千葉県内）

・事故類型をみると、幹線道路では人対車両の割合が９％であるのに対し、生活道路では18％と高い。
・状態別死者数をみると、幹線道路では自転車・歩行者の割合が５４％であるのに対し、生活道路では５８％と高くなっている。
・生活道路における市街化状況別事故件数をみると、ＤＩＤ地区を含む市街地は全体の約８割を占め、このうちＤＩＤ地区は全体の約５割を占めている。
・生活道路の幅員別・道路形状別事故件数をみると、5.5m以上13.0m未満の道路での件数が最も多い。5.5m未満の道路では交差点の事故が多く、5.5m以上13m未
満の道路では単路部の事故が多い。一方で13.0m以上の道路は事故が比較的少ない。

■道路別の事故類型

２．新たな取組みについて

千葉県の生活道路の事故発生状況

■状態別の死者数

出典：交通事故データ

9%

18%

90%

80%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幹線道路

生活道路

人対車両

車両相互

車両単独

その他

■市街化状況別事故件数（生活道路）

死者数の約６割を
自転車・歩行者が占める

※幹線道路の事故データはH25時点
生活道路の事故データはH26時点

■幅員別・道路形状別事故件数（生活道路）

出典：交通事故データ

※幹線道路の事故データはH25時点
生活道路の事故データはH26時点 出典：交通事故データ（H26）

出典：交通事故データ（H26）

54％

58％

9

■通行目的別事故件数（生活道路）

出典：交通事故データ（H26）



３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定
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①生活道路に対する取り組み①生活道路に対する取り組み

３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定

・生活道路において、進入抑制・速度低減による安全対策を重点的に推進する
エリアを、今年度中に登録予定
・その際に、通学路の交通安全確保の推進体制等を活用し、地域が協働して
生活道路の安全対策を推進するための体制を構築予定

11

・今年度中に、市町村からの要請に応じ、国や有識者等が技術的助言ので
きる仕組みを構築予定

■技術助言を行う仕組みの構築

・対策エリアについて、自治体からの要請に応じ、有識者等から助言を頂く
仕組みを構築

技術的助言を行う仕組みの構築技術的助言を行う仕組みの構築生活道路の対策エリアの登録と地域協働による推進体制の構築生活道路の対策エリアの登録と地域協働による推進体制の構築

■地域協働による推進体制の構築
（通学路の交通安全確保の推進体制等の活用）

■エリアの分析イメージ（見える化）



②生活道路の重点対策エリア（案）の抽出方法②生活道路の重点対策エリア（案）の抽出方法

・ 生活道路については、平成26年発生分から死傷事故データの分析が可能となった。これにより500ｍメッシュ単位で危険度の高いメッシュの県内比較が可能と
なった。
・ このデータを活用し、危険度の高いメッシュを抽出するとともに、該当エリアにおける土地利用状況、現地状況、交通状況を踏まえつつ、各自治体の取組み状況、
意見を考慮して、重点対策エリア（案）を選定する。

３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定

１．交通事故発生状況を把握
・市町村道の交通事故メッシュデータから死傷事故件数等を把
握（500mメッシュ単位）
・本年度はH26年単年のデータであるが、今後、経年的な死傷
事故件数等を評価することが可能となる。

２．重点対策エリア（案）の抽出
・客観的な事故データより抽出した危険度の高いメッシュにつ
いて、土地利用状況、現地状況、交通状況のほか、各自治体
の取組み状況、意向を考慮し、対策の実現性、有効性から重
点対策エリア(案）を抽出。

生活道路の危険箇所抽出の基本的な流れ

生活道路の危険箇所抽出の基本的な流れ

12

生活道路の幅員別横断構成イメージ

図１ 幅員5.5m未満（W=5.0m）の横断構成例 図２ 幅員5.5m以上13.0m未満（W=9.5m）の横断構成例 図３ 幅員5.5m以上13.0m未満（W=12.5m）の横断構成例

・生活道路（市町村道）には、いわゆる区画道路（W=5.5m未満）
を始めとして、歩道付きの広幅員の幹線街路もある。

・ITARDA事故データは、下図に示すような①W=5.5m未満、②W=
5.5m以上W=13.0m未満、③W=13.0m以上の幅員毎に集計され
てあることから、メッシュデータにより死傷事故件数を把握する
際の抽出条件として、道路幅員の設定により抽出箇所の状況
が大きく異なる。

・今回の抽出作業にあたっては、次ページ以降の検討結果より、
道路幅員の条件をW=5.5m未満として、死傷事故発生件数の
多いメッシュを抽出した。



②生活道路の重点対策エリア（案）の抽出方法②生活道路の重点対策エリア（案）の抽出方法

３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定

※平成26年の千葉県内の生活道路における総事故件数は10,567件。
※累積事故件数が、上位20％となるメッシュ内事故件数は9件。
※累積事故件数が、上位10％となるメッシュ内事故件数は11件である。

（事故件数）
配色 範囲

0件 

9件 （上位20％）

11件 （上位10％）

・県内の市町村道（全幅員）を対象として集計した場合、事故の多いメッシュは県北西部の千葉駅・柏駅周辺など主要駅周辺・大商業地や幹線道路が抽出される傾
向にある。そのため、生活道路における歩行者自転車を対象とした対策の実現を鑑み、区画道路（W=5.5m未満） を対象として危険度の高いメッシュを抽出した。

■県内市町村道（全幅員）における事故発生状況

・県内市町村道（全幅員）を対象とした場合、主要駅周辺等が抽出される
傾向となり、道路管理者による生活道路における歩行者自転車を対象
とした対策の実現が難しい（左図）。

・W=5.5m未満の生活道路を対象として事故上位メッシュ箇所を抽出

46メッシュ/全21,168メッシュ （事故発生件数5件以上/年）

・施策の実現性を念頭に、下の特色を有するエリアに着目

1) 住居系用途地域に該当するエリア
（商業系用途地域、工業系用途地域を含むエリアを除外）

2) 近隣に小学校が位置するエリア。区画が整理されているエリア
（交通安全への意識。通勤通学時の事故への対応。）

3) 周辺幹線道路から生活道路内に交通流入の可能性があるエリア
（周辺の主要渋滞箇所等の指定状況）

・抽出された12メッシュの中から、地元自治体の意見を聞き、重点対策エ
リア（案）３エリアを選定

千葉市内 2メッシュ → ①千葉市稲毛区山王地区
船橋市内 7メッシュ → ②船橋市習志野台地区
鎌ヶ谷市内 2メッシュ → ③鎌ヶ谷市南初富地区
市川市内 1メッシュ → 選定なし

千葉県内の重点対策エリアの抽出フロー（案）

野田市

香取市

柏市
成田市

我孫子市

印西市
松戸市

白井市

銚子市

香取郡多古町

旭市

船橋市

八千代市
富里市

市川市 佐倉市

匝瑳市

八街市 山武市
浦安市

千葉市若葉区

東金市
千葉市緑区

市原市

茂原市

袖ケ浦市

木更津市
長生郡長南町

君津市

富津市

いすみ市

夷隅郡大多喜町

勝浦市

鴨川市

館山市

流山市

香取郡神崎町

印旛郡栄町

香取郡東庄町

山武郡横芝光町
千葉市美浜区

山武郡九十九里町

長生郡白子町

長生郡長生村

長生郡一宮町

夷隅郡御宿町

安房郡鋸南町

県北西部に集中

ワースト
順位

メッシュ番号
事故
件数

534030391 千葉市中央区新町1 千葉駅前 25
534030294 千葉市中央区中央４丁目 千葉駅前官庁街 25

3 534030392 千葉市中央区中央１丁目 千葉駅前商業地 24
534031401 千葉県千葉市中央区祐光１丁目 東千葉駅前 22
534021904 千葉県千葉市中央区南町２丁目 蘇我駅前 22

6 534040683 千葉県八千代市萱田町 八千代中央駅周辺 21
533967374 千葉県柏市末広町１０ 柏駅前 20
534031501 千葉県千葉市若葉区東寺山町５４３ ４車線市道 20
533967372 千葉県柏市中央町２ 柏駅前 20
533967724 千葉県流山市江戸川台西１丁目 江戸川台駅前 20

住所

1

4

7

ワースト
順位

メッシュ番号
事故
件数

534030391 千葉市中央区新町1 千葉駅前 25
534030294 千葉市中央区中央４丁目 千葉駅前官庁街 25

3 534030392 千葉市中央区中央１丁目 千葉駅前商業地 24
534031401 千葉県千葉市中央区祐光１丁目 東千葉駅前 22
534021904 千葉県千葉市中央区南町２丁目 蘇我駅前 22

6 534040683 千葉県八千代市萱田町 八千代中央駅周辺 21
533967374 千葉県柏市末広町１０ 柏駅前 20
534031501 千葉県千葉市若葉区東寺山町５４３ ４車線市道 20
533967372 千葉県柏市中央町２ 柏駅前 20
533967724 千葉県流山市江戸川台西１丁目 江戸川台駅前 20

住所

1

4

7

主要駅周辺、商業系地域、
幹線市道が抽出される傾向

全幅員
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野田市

香取市

柏市

流山市

香取郡神崎町

成田市

我孫子市

印旛郡栄町

香取郡東庄町

印西市
松戸市

白井市

銚子市

香取郡多古町

旭市

鎌ケ谷市

船橋市

八千代市

富里市

山武郡芝山町

市川市
佐倉市

匝瑳市

印旛郡酒々井町

山武郡横芝光町

八街市

千葉市花見川区

習志野市

四街道市

山武市
千葉市稲毛区浦安市

千葉市美浜区

千葉市若葉区

東金市
千葉市中央区

千葉市緑区
山武郡九十九里町

山武郡大網白里町

市原市

茂原市
長生郡長柄町

袖ケ浦市

長生郡白子町

木更津市

長生郡長生村

長生郡長南町

長生郡睦沢町

長生郡一宮町

君津市

富津市

いすみ市

夷隅郡大多喜町

勝浦市

夷隅郡御宿町

鴨川市
安房郡鋸南町

南房総市

館山市

②生活道路の重点対策エリア（案）の抽出方法②生活道路の重点対策エリア（案）の抽出方法

３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定

■メッシュ別事故発生件数（幅員5.5m未満） ［総メッシュ数：21168メッシュ］

・幅員W=5.5ｍ未満の生活道路に着目し、県内21,168メッシュの中から46メッシュ(事故件数５件以上/年)を抽出した。
・抽出された46メッシュについて、土地利用の状況や生活道路内への交通流入の可能性などを踏まえ、12メッシュ （千葉市内 2メッシュ、船橋市内 7メッシュ、鎌ヶ
谷市内 2メッシュ、市川市内 1メッシュ、計12メッシュ）に着目し、自治体から意見を聞き、重点対策エリア（案）３エリアを選定した。

■県内市町村道（W=5.5m未満）における事故発生状況

抽出エリア②
船橋市習志野台地区

抽出エリア①
千葉市稲毛区山王地区

抽出エリア③
鎌ヶ谷市南初富地区

W=5.5m以下

（事故件数）
配色 範囲

0件

1件

2件 4件

5件以上

5.5ｍ
未満

全幅員 土地利用の状況
通過交通
の進入可能性

1 533947741 市川市 京成八幡駅北側エリア 9 10 商業系地域含む

1 2 533947553 船橋市 下総中山駅周辺エリア（市川市境） 9 10 住居系地域 ○

2 3 534040321 船橋市 前原東 8 10 住居系地域 ○

4 534031904 千葉市稲毛区 長沼町 8 10 工業系地域含む

5 533967123 流山市 平和台駅南側エリア 8 10 工業系地域含む

6 534030391 千葉市中央区 千葉駅南側エリア 7 25 商業系地域含む

7 533967372 柏市 柏駅周辺エリア 7 20 商業・工業系地域含む

8 534020381 市原市 八幡宿南西エリア 7 17 工業系地域含む

9 534031623 千葉市若葉区 都賀駅北側エリア 7 12 小学校なし

10 533947552 船橋市 下総中山駅周辺エリア（市川市境） 7 11 工業系地域含む

11 534032931 八街市 八街駅西部エリア 7 8 住居系地域なし

12 533967371 柏市 柏駅西側エリア 7 8 商業系地域含む

13 534010832 市原市 姉ヶ崎駅北部エリア 7 7 工業系地域含む

14 533947634 市川市 京成八幡駅西側エリア 7 7 工業系地域含む

抽出エリア② 3 15 534040634 船橋市 船橋市習志野台地区 6 11 住居系地域 ○

4 16 534050302 鎌ケ谷市 新鎌ヶ谷駅東側エリア 6 10 住居系地域 ○

17 534040812 鎌ケ谷市 滝不動駅西側エリア（船橋市境） 6 10 住居系地域

抽出エリア① 5 18 534031914 千葉市稲毛区 千葉市稲毛区山王地区 6 10 住居系地域 ○

6 19 534040533 船橋市 習志野駅西側エリア 6 9 住居系地域 ○

20 533967032 松戸市 小金城趾駅東側エリア（流山市境） 6 9 住居系地域

21 534031622 千葉市若葉区 都賀駅東側エリア 6 7 住居系地域

22 533957284 鎌ケ谷市 北中沢（松戸市境） 6 7 小学校なし

抽出エリア③ 7 23 534050203 鎌ケ谷市 鎌ヶ谷市南初富地区 6 6 住居系地域 ○

抽出エリア② 8 24 534040641 船橋市 船橋市習志野台地区 5 16 住居系地域 ○

25 534030292 千葉市中央区 本千葉駅周辺エリア 5 16 商業系地域含む

26 534041503 八千代市 勝田台駅周辺エリア（佐倉市境） 5 15 小学校なし・商業、工業系地域含む

27 534030394 千葉市中央区 東千葉駅南側エリア 5 15 商業系地域含む

28 534021741 千葉市緑区 鎌取駅南口エリア 5 12 商業系地域含む

29 533947472 船橋市 海神 5 12 工業系地域含む

30 534020491 市原市 八幡宿駅西側エリア 5 11 工業系地域含む

31 533947382 船橋市 湊町小学校周辺船橋市役所周辺 5 11 小学校なし・工業系地域含む

32 533907011 君津市 君津駅西側エリア（木更津市境） 5 11 商業系地域含む

9 33 534040904 鎌ヶ谷市 二和西（船橋市境） 5 10 住居系地域 ○

34 533967681 柏市 松葉町 5 10 住居系地域

35 533947023 浦安市 南行徳駅周辺エリア 5 10 商業系地域含む

10 36 534031921 千葉市稲毛区 小深町（四街道市境） 5 9 住居系地域 ○

37 534030894 千葉市稲毛区 園生町 5 9 小学校なし・工業系地域含む

38 533957942 松戸市 北小金南部エリア 5 9 住居系地域

11 39 533947994 船橋市 丸山（鎌ヶ谷市境） 5 9 住居系地域 ○

40 533957592 松戸市 六実駅西側エリア（鎌ヶ谷市境） 5 8 住居系地域なし

41 534040723 船橋市 高根公団駅周辺エリア 5 6 住居系地域

42 523936884 館山市 館山駅南部エリア 5 6 小学校なし

43 534052353 富里市 成田駅北側エリア 5 5 商業系地域含む

44 534010841 市原市 姉ヶ崎駅北東部エリア 5 5 小学校なし・工業系地域含む

12 45 533947644 市川市 鬼越駅北側エリア 5 5 住居系地域 ○

46 524050384 鴨川市 安房鴨川北東部エリア 5 5 小学校なし

NO. メッシュ番号
事故発生件数 選定理由

エリア名称市区町村名

（拡大図）
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③重点対策エリア（案）の選定 【対策エリア①】 千葉市稲毛区山王地区③重点対策エリア（案）の選定 【対策エリア①】 千葉市稲毛区山王地区

３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定

15

凡 例
：小学校区

（出典：国土数値情報）

：町境
（出典：国勢調査）

想定する対策エリア

山王
小学校

千葉市花見川区

習志野市

千葉市稲毛区

千葉市美浜区

田沼

み
ど
り
台

京
成
稲
毛

検見川

西
登
戸

京
成
幕
張
本
郷

京成
大

京成大久保 実籾

八
千
代
台

薬
園
台

原

野

習
志
野

千城台北

み
つ
わ
台

天
台千
葉
公
園

桜木

穴
川

小倉
台

動物公園

千
城
台

作
草
部

都
賀

稲毛海岸

検
見
川
浜

海
浜
幕
張

佐倉

物
井

新検見川

四街
道

南酒々井

幕
張

東
葉
勝
田
台

京
成
幕
張

稲
毛

幕
張
本
郷

佐倉市

八街市

四街道市千葉市花見川区

習志野市

千葉市稲毛区

千葉市美浜区

田沼

み
ど
り
台

京
成
稲
毛

検見川

西
登
戸

京
成
幕
張
本
郷

京成
大

京成大久保 実籾

八
千
代
台

薬
園
台

原

野

習
志
野

千城台北

み
つ
わ
台

天
台千
葉
公
園

桜木

穴
川

小倉
台

動物公園

千
城
台

作
草
部

都
賀

稲毛海岸

検
見
川
浜

海
浜
幕
張

佐倉

物
井

新検見川

四街
道

南酒々井

幕
張

東
葉
勝
田
台

京
成
幕
張

稲
毛

幕
張
本
郷

佐倉市

八街市

四街道市

対策エリア

凡 例
主要渋滞箇所

14

357

16
51

エリア外周の道路が混雑

地区内に交通が流入

細街路交差部では
見通しが悪い

やや広めの細街路あり



想定する対策エリア

習志野
第二小学校

③重点対策エリア（案）の選定 【対策エリア②】 船橋市習志野台地区③重点対策エリア（案）の選定 【対策エリア②】 船橋市習志野台地区

３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定
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凡 例
：小学校区

（出典：国土数値情報）

：町境
（出典：国勢調査）

船橋市

八千代市

鎌ケ谷市

習志野市
京成津田沼

京成
大和
田

志津
京
成
西
船

大
神
宮
下

京成大久保 実籾谷
津船

橋
競
馬場

勝田台

海
神

越

八
千
代
台

京
成
臼
井

京成
船橋

公
園

中
学
校

地
区
セ
ン
タ
ー

女
子
大

高
根
公
団

鎌ヶ谷大仏

薬
園
台

二和向台

高
根
木
戸

前
原

三
咲

新津田沼

滝
不
動

北
習
志
野

習
志
野西船

橋

中
山

新

二俣
新町

津
田
沼

東船橋

松
戸

船
橋
法
典

市
川
大
野

馬
込
沢

鎌
ヶ
谷

塚
田

新
船
橋

東
葉
勝
田
台

船橋
日大
前

八千代中央

村上八千代緑が丘

京

ユー
カリが

丘
東中山

井
野

南船
橋

幕
張
本
郷

飯山
満

東海
神

印西市松戸市
白井市

市川市

佐倉市

四街道市

船橋市

八千代市

鎌ケ谷市

習志野市
京成津田沼

京成
大和
田

志津
京
成
西
船

大
神
宮
下

京成大久保 実籾谷
津船

橋
競
馬場

勝田台

海
神

越

八
千
代
台

京
成
臼
井

京成
船橋

公
園

中
学
校

地
区
セ
ン
タ
ー

女
子
大

高
根
公
団

鎌ヶ谷大仏

薬
園
台

二和向台

高
根
木
戸

前
原

三
咲

新津田沼

滝
不
動

北
習
志
野

習
志
野西船

橋

中
山

新

二俣
新町

津
田
沼

東船橋

松
戸

船
橋
法
典

市
川
大
野

馬
込
沢

鎌
ヶ
谷

塚
田

新
船
橋

東
葉
勝
田
台

船橋
日大
前

八千代中央

村上八千代緑が丘

京

ユー
カリが

丘
東中山

井
野

南船
橋

幕
張
本
郷

飯山
満

東海
神

印西市松戸市
白井市

市川市

佐倉市

四街道市

対策エリア

凡 例
主要渋滞箇所

16

246

14

357

地区内に交通が流入

地区内に交通が流入

エリア外周の道路が混雑

細街路同士の信号交差

薬円台小学校



③重点対策エリア（案）の選定 【対策エリア③】 鎌ヶ谷市南初富地区③重点対策エリア（案）の選定 【対策エリア③】 鎌ヶ谷市南初富地区

３．生活道路の重点対策エリア(案）の選定
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凡 例
：小学校区

（出典：国土数値情報）

：町境
（出典：国勢調査）

想定する対策エリア

鎌ヶ谷
小学校

八千代市

鎌ケ谷市

江戸川 国府台 高

鎌ヶ谷大仏

新鎌
ヶ谷

みのり台

二和向台

元
山

く
ぬ
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山

松戸新田
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咲

五
香
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平

松
戸

上
本
郷

幸
谷

馬
橋

小
金
城
趾

新
松
戸

北小

北
松
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東
松
戸

船

市
川
大
野

新
八
柱

馬
込
沢

増
尾

鎌
ヶ
谷

逆
井

六
実

高
柳

白井

秋山

大町

小室

千葉
ニュ
ータ
ウン
中央

松飛台

西白井

北国分

矢切

京
成
小
岩

初
富

北初
富

柏市

印西市

松戸市

白井市

八千代市

鎌ケ谷市

江戸川 国府台 高

鎌ヶ谷大仏

新鎌
ヶ谷

みのり台

二和向台

元
山

く
ぬ
ぎ
山

松戸新田

三
咲

五
香

滝
不
動

常盤
平

松
戸

上
本
郷

幸
谷

馬
橋

小
金
城
趾

新
松
戸

北小

北
松
戸

東
松
戸

船

市
川
大
野

新
八
柱

馬
込
沢

増
尾

鎌
ヶ
谷

逆
井

六
実

高
柳

白井

秋山

大町

小室

千葉
ニュ
ータ
ウン
中央

松飛台

西白井

北国分

矢切

京
成
小
岩

初
富

北初
富

柏市

印西市

松戸市

白井市

対策エリア

凡 例
主要渋滞箇所

16

464

464

6

地区内に交通が流入

エリア外周の道路が混雑

地区内の交通が多い地区内の交通が多い



４．今後の予定
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平成２７年度 千葉県安全性向上プロジェクト委員会平成２７年度 千葉県安全性向上プロジェクト委員会

４．今後の予定

○ 第１回 （ 今回 ）

・ 生活道路における重点対策エリア（案）の抽出方法の説明、重点対策エリア（案）の審議

・ 本委員会後： 自治体・交通管理者と協議

○ 第２回 （ ３月予定 ）

・ 事故危険区間の設定について

・ これまでの事故ゼロの取組みの報告

・ 道路安全監査の報告

・ 生活道路の重点対策エリアの報告・決定
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